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業績予想の修正および配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年 2 月 3日の決算発表時に公表した平成 21 年 3 月期（平成 20年

4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日）の通期業績予想および配当予想を、下記のとおり修正しますのでお知ら

せいたします。 

 
記 

 
 

１．平成 21 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日） 
 （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 
当期 
純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ）
（平成 21年 2月 3日発表） 

64,700 700 700 280 5 円 97 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 65,600 1,250 1,200 300 6 円 39 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 900 550 500 20 － 

増 減 率            （％） 1.4 78.6 71.4 7.1 － 

（ご参考）前期実績 
（平成 20年 3 月期） 

68,497 2,759 2,566 1,337 29 円 49 銭 

 
２．平成 21 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日） 

 （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 
当期 
純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ）
（平成 21年 2月 3日発表） 

48,700 400 400 △50 △1 円 07 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 49,000 1,000 1,200 △360 △7 円 67 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 300 600 800 △310 － 

増 減 率            （％） 0.6 150.0 200.0   － － 

（ご参考）前期実績 
（平成 20年 3 月期） 

52,693 1,991 2,017 910 20 円 09 銭 
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３．上記修正の理由 

通期連結業績予想では、売上高が想定より増収となったこと、外国為替が想定より円安傾向となっ

たこと、さらに経費の減少などから、営業利益・経常利益は前回予想を上回る見込です。その結果、

当期純利益は関係会社での繰延税金資産の取崩等がありましたものの前回予想を上回る見込です。 

一方通期個別業績予想では、連結業績と同様、売上高が想定より増収となったこと、外国為替が想

定より円安傾向となったこと、さらに経費の減少などから、営業利益・経常利益は前回予想を上回る

見込です。しかし本日「平成 21 年 3 月期の関係会社株式評価損に関するお知らせ」で公表していま

す特別損失を計上したこと等により、当期純損失は増加する見込です。 

 

４．配当予想の修正 

 １株当たり配当金（円） 

基    準    日 中間期末 期末 年間 

前 回 発 表 予 想             
（平成 21 年 2 月 3日発表） 

― （未定） （未定） 

今 回 修 正 予 想             ― 5 円 00 銭 5 円 00 銭 

当   期   実   績 ― ― ― 

前期（平成 20 年 3 月期） ― 10 円 00 銭 10 円 00 銭 

 

５．上記修正の理由 

  当社は、その期の収益状況に対応し、株主各位への配当の充実と企業基盤確立のための内部留保と

のバランスに配慮した利益配分を行うことを基本としております。 

  しかしながら、当期の期末配当金につきましては、2008 年 10 月以降の急激な環境の変化と先行き

の不透明感はあるものの、１株当たり５円を予定させていただきます。 

 

上記の予想は、本資料の発表日時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後発生する様々な要因により予想値と異なる場合があります。 

 

以  上 
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